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■ 開 閉 器

特 言午 と 新 案

日立製作所所有の特許(主要特許のみを抜すい)

登録番号

実535751

実702168

実727120

実821238

実541528

実732355

実811181

実888989

実872177

特431673

実777123

実589485

実732345

実772258

実777122

実821277

実854658

実704820

実733954

実798720

実550696

実808185

実712906

実819692

実550765

実555688

実702165

実708007

公告番号

35-27729

37-1164

38-11781

41-17696

35-23840

38-20353

41-5181

43-2210

43-25640

39-4774

39-37503

37-25328

38-20349

39-36094

39-32502

41-12472

42-15682

37-10327

38-21842

40-30916

35-8538

41-3142

37-25336

41-15240

36-11348

36-17651

37-1159

37-15361

名 称

手動復帰型熱動継電器

熱動過電流継電器の調整装置

熱動過電流継電器

電磁接触器

電磁接触器

熱動過電流継電器

熱動過電流継電器

交流電磁石

電磁開閉器等の固定接触子

電磁開閉器の操作装置

表示スイッチ付回路遮断器

熱勤継電器

配線用遮断器の端子装置

継電器取付装置

フラッシュプレート付回路遮断器

熱動過電流継電器

回路遮断器

開閉器の可動接点台案内装置

押ボタン開閉器

熱動過電流継電器のリセットボタ

ン装置

熱応動開閉器

押釦開閉器

押釦スイッチ

終端開閉器

電磁開閉器の可動部復帰装置

回路遮断引外し装置

回路遮断器の調整装置

回路遮断器の引外し装置

登録番 号

実722763

実753783

実779877

実836217

実861638

実882963

実714424

実703664

実795091

実B80111

実887506

実733955

実758528

実819837

実854631

実854661

実859476

実868526

実868527

実872160

実861637

実876241

実753801

実840250

実561321

実560344

公告番号l 名 称

38-6糾8

39-17326

40-1469

42-9764

43-13146

44-6591

37-25355

37-6248

40-28000

44-1169

44-11247

38-23233

39-20081

41-15241

43-6567

43-2211

43-12726

43-22189

43-22190

43-24929

43-13145

43-30980

39【15312

42-13309

36-21060

36-20149

配線用遮断器の端子装置

過負荷保護継電器

回路遮断器のハンドル装置

電磁開閉器

電磁接触器

電磁接触器の防塵装置

回路遮断装置

熱動過電流継電器

液面検出用電極棒の継目部緩みど
め装置

時限開閉装置

電磁接触器における可動鉄心と可
動接触子支持体の連結装置

開 閉 器

継電器取付具

終端開閉器

電磁接触器の線輪端子取付装置

交流電磁石

外部操作形回路遮断器

切換スイッチ

切換スイッチのストッパー装置

回路遮断器の電磁操作機構

電磁4妾触器

電磁接触器

小形開閉器の接触子装置

カム形スイッチ

補助接点を有するカム形スイッチ

カム形スイッチ
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本誌の新年号は,毎年｢日立技術の成果+として,
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特 許 と 新 案

日 立製作所所有の特許(主要特許のみを抜すい)

■ 空気乾燥装置･空調轢

登録番号l公告番号i 名 称 登録番号1公告番号 一 名 称

実907995

実560349

実788822

実788828

実474907

特494795

特509758

45-461

36-22539

40-4877

40-12224

40-27106

41-21112

42-16993

冷凍式空気乾燥装置

空気吸込ロバネル

冷却装置付空気調和枚

移動式クーラーユニットの接続管

流体機械

流体横根

冷媒流量自動制御装置

1
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00
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00
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7
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57

73

38

73

81

12

鵬

8

00

5
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5

8

実
実
特
実
実
特
実

43-7479

43-20943

43-20503

43-24061

43-29014

42-18120

43-18934

満液式熱交換器の抽戻し装置

空気調和機

空気調和磯

冷暖房装置

冷媒流量制御装置

熱交換器付換気装置

熱交換器付向流流体機械

■ チラーユニット

登録番号l公告番号l 名 称

実835249

実855044

42-4112

43-6708

水冷却器

冷暖房機の操作回路

登録番号l公告番号J 名 称

実888967

実896951

44-1811

44-19264

冷 凍 機

熱交換器

■ 製 氷 轢

登録番号l公告番号 名 称

実846115

実846116

42-20535

42-20536

自動製氷磯の操作回路

自動製氷機の操作回路

登録番号l公告番号+ 名 称

特530438 43-4076 自動製氷装置

■ 冷 凍 椴

登録番号l公告番号l 名 称

特224175

実700968

特417904

実733900

特416147

1699

6817

朗

35

2938
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31-1844

36-27131

38-15283

38-26389

38-5093
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3

4

4

4

プラインクーラ

冷凍轢用圧縮機における軸封装置

圧緬磯の油上り防止装置

圧縮機における油上り防止装置

油分離器を有する冷凍装置におけ
る冷凍用圧縮機内の潤滑油泡立ち
防止装置

冷凍磯用圧縮機の油上り防止装置

冷凍機用圧縮機の油上り防止装置

における羽根車

冷凍機用圧縮機の油上り防止装置

圧縮機の油上り量制御装置

冷凍機用油分離装置

圧 縮 機

登録番号 公告番号 名 称

特442034

特493705

実840246

特513987

実851245

実857185

実857192

実873623

実873624

実873710

実873722

実902502

特577766

39-15493

41-20910

42-13242

42-19074

43-3167

43-7475

43-7476

43-20385

43-24437

43-25139

43-25141

44-28067

43-4067

オープソショーケース

冷温水器

ショ ーケース

冷凍機用圧縮機の油上り防止方法

冷凍機用半密閉形圧縮磯

冷凍装置の液戻り安全装置

冷凍装置の液戻り安全装置

冷蔵庫用冷凍装置

冷蔵庫用冷凍装匿

油戻し装置

油分･離器

流体機械の潤滑装置

冷凍装置の液戻り安全装置

Vol･33 日 立 造 船 技 報 No.3

日

■論 文

●ミニコンピュータ分散方式による超自動化船機関部制御シ
ステムの試設計

･高圧配管用ティーの3次元有限要素法応力解析

･高圧
ロ

ーラゲート の放流端部の水理実験

52

次

･新形 鋼製 煙 突 Hi-STACK｡の 構造解析

･歩 道 橋 の 振 動 に 関 す る 諸 問 題

･気体を 自吸する気液か く はん巽の流動特性

･交 流 電 弧 に よ る n一ヘ キ サ ン の 分解

･船 用 通信 ケ
ー ブル に お け る 漏話の研究
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日立三相速度発電機こ(日立PG)

托f卜,′卜耗のでト叩化､小J桝乍の】r･=･_

が促進され,二れにつれていろいろな

恍イ城を舟よ埴な油性で逆転する必要がで

てきたし｢ニグ)ためには川転数を+上確に

根知する必安がある｡二のようなト1仰J

のための油性横山川党`.E棒針ま各柿あっ

たが,二のたび‖_‾､上製作巾では従来の

妃汀丈卜川壬,フランジ坪小川壬に加え,機

･械をよりコンパクトにLL･+転数を_+卜確

に仲加できるオーバハング形,ビルト

イン形を開発Lた｡この日二､工PGは柿

つ射程旨;‡にも卜分広川できるilt稲及ポ∫で､

･i=二卜1他三紋付川1だけでなく正二範州のあ

んしごDる制御け】として仲川できる 川=八

川波写己`.に糀である｡

1.機種および1士様

日立PGの機純には,直結,ベルト

指卜け閏に足取付形(図1),フランジ収

什形があり,さらに慌械軸に貫通でき

るオーバハング形(図2),磯1戒と---･

休桃造にできるビルトイン形と計4稚

類がある｡また,オーバハング形,ビ

ルトイン形には5VA,10VA c7)2柿一斑

の容量があり,足月叶J▲形,フランジ取

付形は5VAである｡おもなtl二様は表1

に示すとおりである｡

2.おもな特長

(1)励磁′L出ノラ;iが不安である｡

川転こJ'一には永久磁イ】▲を†かiゴLてい

るので,励磁はイこ紫で■一に楳変動の呈;を子

守苧は去ったくなし､

表l 日立PG仕様表

(2) ■トノブルやか′J､さい

二川でLかも3,000rpmで1,200Hz

とilモjいJ波なのでヤさ流後のりリプルは

きわめて少なく,航速識城まで平さ骨

は′結城となる.′､

(3)ブラシレスで保｢うー:‾イこ要し-.

磁イ1‾阿転ナのためブランなどの轢

耗部分がなく,保守の必要件はない｡

しかも接触部分がないため【f†]転ロス

はほとんどない

(4)l白二線性がJ帥fである｡

ヒステりシスの宗主竿巨を稗けJ少なく

し,0～6,000rpmで直紗件1ヲち以‾F

と+卜さ;毛■にすぐれているこ〕

(5)紺鴫食化の心軋かない

-+･i右馴去左イfを･仙朋しノてし､るので経時

唆化ク〕心肘はないし.

(6)帆拙かJ).1山室まで†射け可能

川け48枇のため航速でも中称件

が山く､､iこナけコンデンサなどによる

=小才‡jおくれむ少なくなり,速心l判ま

山如1となる｡川虹J'▲は強川に似.獲き

れているジうで､-･Ji過重でご女心Lて仙

川できるこ丁

(7)分鮒朴L_)二′二‾叶能

才､‡叫こ′抑滋法を托川†ノている〝)で,

分解組+1二を維り.i垣!Jていに虹変化は

ほとんどない｡

(8)小形で人布‾[i;二

磁1tl‾[仙界,巻紙を弁ぇ櫨,設計Lてい

るク)で小形の捌に人山力となり､′■盲

†t変利率を10%柑度計器する場ナナは

㍍桁Jlト乃の3†r■トまで収り出すことが

椎樅

仕 様
5VA 10VA

相

極 l

数
一
致

l 出 力(VA)

定 電 ノ壬 (∨)

ト軍__流(r-1A)
格 周)度 数(Hz)

⊥回二互甥_(主
催 用 回 転 数(rpITl)

電圧変動率(定格負荷時)

直 線

周 囲 温

48

を‾‾七三…
l,200

3,000

0､6.000 ‡
2%1よ下

l%以下

20‾--＋80■■c

l.200

3,000

0--4.500

できる｡

(9)枚1け十けが簡単であるし-

ベルト#卜けでPGを収り付ける甥

でナ,ベルトスり､ソプ,構造などの問

超のあった場でナもオー′,バハング形,

ビルトイン形で問題は解決できる｡

また,帖iF形のため軸方向の上主きを

如くでき,むだなスペrスがない｡

(10)機椎_冒空t右

足坪り､J‾形,フランジ収什形,オー

バハング形,ビルトイン形と機柿が

盟古でどんな機械にも適応できる｡

(し卜､tJ製f′l;所｢軌1‾7】小紫郎)

も
マ
Y
4
･
､

区】l 足取付形日立PG

靡､

図2 オーバハング形日立PG

93
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+EM規格準拠クレーン用日立サーボリフタブレーキ

クレーーン肝交流棟作プレ【キとLて

JEM規格(JEM1240)が1970年2=に

糾う上されたので,日立製作巾ではJEM

規格準拠のクーレーン用サーボリブタブ

レーキ(LS-TY2シリーズ■)の】5り党を

進め,シリーズ化が完成Lたのでここ

に紹介する｡

なお,JEM規柄の交流媒作プレーーキ

は新JEMクレーンモートル(JEM1202:

1967牛7月別荘)用とLてクレーン巻

上げ鞘などに使用Hr能なものとLて規

倍化されたものであl),交流拭作プレ

【キとしてはわがl二1三J址初のものである

(二のJEM規格ではブレーキのセンタ

【ハイト,ドラム寸法,収付寸法なヒ上

が規三むされている)｡

1.構造および動作

(1)恍 造

床上に似り付けられる別置形杭造で

制動部と操作部(押_f二機)から成って

丁′｢㍉〓+代]仙

いる._､

(2)動 作

批判は制動ばねの川けりJで行なわれ,

削如の解放は押⊥俄により制助ばねを

･rl瀾L,ポストを押L山ヂることによ
り行なわれる.｡

2.おもな特長

(1)JEM規柄準拠の柑り三およぴrj一法

‾(jl去･柑γ1三とも十分にJEM規格を満

足Lており､クレーン印とLての制動

トルク,制動答品など-も十分な裕也を

持っている｡

(2)舟性能押上機の採用

押上機とLてはこれまで｢引]瀧,谷

端な付こ｢1:,付こ東などで実あ与のあるTY形

サー',ポリフタブレーキク)抑卜餞が探鞘

されている.｡

(3)制動トルクを広範P郎二朋肘叶能

捌動ばねの土主さを埜えることにより

制動トルクを正二範担=二胡磐でき,併行,

l一一‾‾--
一ユノーー

トーー▲tこ†･--.ト ーー

!一-リー-｢

+
r
T

4
V＋

塀

中

各T

間脳

卜■‾

一-ノけ一- ⊥一/汁ノ■ -

0

〇･

01

庖

図l日立サーボリフタブレーキ(LS53一丁Y2)

表l 日立サーボリフタブレーキ標準仕様および寸法

上弐土工1

走行用に制動トルクを約%にLたTYS

2シリ【ズも√㌢わせて開発された｡

(4)垂州三が確実

ばね制動,励磁解放形であるので動

作が確実であり,停電などの場合でも

安全側に動作するので危険がなしゝ｡

(5)ライニングの取り扱えが容易

消耗品であるブレーキライニングと

Lては裏枇付きの特殊加工り【ブンラ

イニングが採用されており,ブレーキ

シューにボルトで取り付けてあるので

ライニングの取り換えが容易であり,

保守,ノ∴(検も簡単である｡

(6)小形,軽量

小形軽量化されており,全体として

コンパクトになっている｡

(7)土主寿言古

ピン｢与プ川などの摩耗部分が強化され,

寿命の棚人が閉られている｡

(1-1試製什1叶 腐占い上i業部)
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わが国初の二段速度エスカレータ開発

近年､わが【圭1の邦‥J交池機1-シと+の発達

はめぎましく,地卜扶,鉄j凸などの_､ンニ

体化に什い,これノ〕の駅イ満内にJjける

エスカレ【タ.馴‡了iは急辿にヲ己娯L.,柑

に階il■占グ〕-し`い､1去ノヾ形工乙カレータブ‾)

.i法帖一汁王和が多くなりつつある.｡そj･しに
什って来客をl-1しく川和僻にう室∴･という

サーーービスなノブぴに射す送能プJ向卜〆)巾血

から,新Lくエスカレータのスヒート

アップが強く要望きれている｡すでに,

ト攻米謂川では,わが国の丁去1E辿J空30m/

minよりも速い36～72m/minの-亡i速エ

スカレーータが地下三扶駅を中心に稼動L

ており､わがll三】においても郁丁†了交通樅

関の駅でり三j‾口化グ)㌔i道が高まっているrノ

1h土互生望イ1三J叶はこのような帖妙に帖

え氏大形エスカレータの∫こ1i退化に対L

上1-1くから研究に一石fLてきたが,今卜月

(1)非一汁‖′ミ仁止【1十りゴよび油性変挽時の加

f成油性の緩不‖ならびに束柿崎の束帯の

ノ左仝性の向_卜,(2)振動,願ヾl∴ 強度

ならびに#一缶などエスカレータL+体の

件能の確立などrl‾'古越化に伴う才上イ和的問

題をf杵決L,わが凹糾の‾▲▲f_貨速度エス

カレーータを王j‡]発Lた｡

本エスカレータは,今後ますます立

体化し砧包:化する交地慌例の駅十掛勺設

伯とLて広い活用が期待できる｢､

以‾卜,二f見過度エスカレータのおも

な仕様と特上主につし-て述べる｡

1.仕 様

図1は_▲▲1;貨油化エスカレータグ〕外組

をホし,表1はおL左･イこ三L■ミ叩イ1二様をホL

たもCりである｡

2.特 長

(1)r一帖的力を変化できる新肺造の‾二‾屯

プレーーキを抹†こ1‾JL,fi荷の大小なら

びに越l転三ノブいjに関係なく､ノさ;i一に来1存

を′女一乍に輸送できるよう巧‾侭Lてい

る｡

(2)白帯fの人′トなノ〕ぴに連転‾ん1J小二か

かわらず,ノ.机二適性変一枚時の加i城油

性を小さく,かつなめらかにlノ,束

省にショ ックを感じさせないこけ殊言辻

l汁の血生変拍‾方∫℃を花川Lているく=
(3)十_卜‾♂)来柿部における水-!ド′亡子‾]二足臼

離をイこだ三準エスカレータよ り1ミく L,

安牛かつこと主以に束j碓できる肌道にL

てある.､

(4)踏f支ローラは砧速での土主帖】Jり逆転

㌧璃

区= わが国初の二段速度エスカレータ

でも十分長寿命でありかつ良好な乗

りごこちを確保するよう特別に設計

したものである｡

(5)駆動機1城は長年の技術と経験を生

かした高精度で,容量的に余裕のあ

るウォームi成通機と極数変換モータ

を直結したもので,高速時にも標準

エスカレータと向様静魂■な逆転が確

イ米できる｡

(6)踏段,フレームおよび欄干など各

部品とも合手削勺な設計により,高い

強J空と刷惟を備え,駅での過酷な佐

用条件に耐えうる構造とLてある｡

(臼良二製作戸斤 交旭†支術1こ部)

表】 おもな標準仕様

形 式
項 目

】200HC-P 800HC-P

有効幅(mm)

措段幅(l¶nl)

傾斜角 (度)

速度(l¶ノnl川)

〕重度変換方式

運転壬乗作方式

電 動 枚

l､200 800

l,004 604

30

30ノ40 または 30./′45

キースイッチによる手動切換

または自動切換

キースイソテ壬柔作可逆式

極数変換式モータ

匡12 新構造の二重ブレーキを組み込んだ駆動機械
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NHK放送センタービル納め

日立全自動群管王里方式エレベーターCIP/lCシステムー
本-fFlOJJにン己成したNHK放う去セン

タービルの乗用エレベ【タ粁12台に､

斯Lく開ヲ邑した全自動群管王里方式CIP/

ICシステムを採用した｡

このCIP/IC(Computerized Traffic

Information Processing
withIC)

システムは,ホールの待ち客の待ち時

間を短く,かつ均一にするとともに,

世界で初めての試みとして｢ホール呼

びを登録すると直ちにサービス･エレ

ベータを表示+して待ち客をそのエレ

ベータに誘導するサービス案内灯を設

けるなど,従来の群管]哩方式に比べ飛

躍的にサービスの質の向上を図ったマ

ン
■

マシン･システムである｡

CIP/ICシステムのおもな特長は次

のとおりである｡

(1)エレベータ和互の時間間隔が常に

士勺等になるよう間隔制御を行なうた

め,ホール待ち客の待ち時間が短く,

かつ均一になる｡

(2)予測制御を採り人れてホール呼び

に対するサービス･エレベータをい

ち早く決定L,サービス案内灯を点

灯する｡

(3)ホール呼びの継続時間を監視し長

待ちが生じないよう優先サービスを

行なう｡

(4)閑散時にもエレベータが分散配置

されるよ･う制御し,呼びに対しても

よりのエレベータがサービスする｡

(5)高信頼度ICで構成Lた専用計算機

が迅速に情報処理を行ない,高度の

制御機能を果たして各エレベータを

有機的に管理する｡

彗瀞､曲汲汲漕辞
過激遜淵済報瀾瀞

NHK放送センタービル(23隅建)

は昼夜とい二交通需要が多く,ビル内

階床相互間の交通量も多いなど,･一般

車務所ビルとは異なった特殊な条件に

ある｡Jド′f托≠字(出;旦勤昨を【;余し､た時l=川;二)

におけるサービスの質の向上を鼓重点

に開発したCIP/ICシステムは,この

ような交通需要に対して二最も効果を発

揮するものと期待されている｡

また,地震,火災,停電などに備え

た各棟の管制運転系統も完備し,非常

の場合の安全と機能の維持にも万全を

期してある｡

これらの乗用エレベータのほか,放

送センターの機能を果たす交通の動脈

として,人荷用,楽j室用,大道具用な

ど,それぞれの用途に適したエレベー

タも同時に完成した｡

(LJ文型竹三所 交通托術本部)

表I NHK放送センター納め日立エレベータ仕様

用

途:漂/浩)‥定員および積載量
制 御 方 式 台数. 停 止 階

乗 用

乗 用

人荷兼非常用

人 荷 用

荷 物 用

210

150

90

90

30

150

】50

54 03

人

〝

〃

〝

〃

■
〝

人
一
k
g

CIP/lC

CIP/lC

シグナル･コレクチブ

シグナル･コレクチブ

コレクチブ

シグナル･コレクチブ

シグナル･コレクチー7

ボタンスイッチ

12(l.4.13､22)

13 =～13)

5(l～5)

4(B2_B.,l.2)

5 =～5)

25(B..l､23.R)

24(B..l-23)

2(B2.り

.
､

｢≧

虚空

･貰≠ザ勺汚

ヾ､セ

‾T′'‾竹‾‾､T和′ケ‾･一

事トY音-､γ〉仙丁

図I NHK放送センタービルタ十観

遥感受

図2 NHK放送センタービル納めCIP/lC制御盤群とIC
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建築工事用日立ステップアップエレベータ

近年,都市再開発あるいは超高層住

宅建設など超高層ビルの需要が急増し

ている｡ビルの建築工事において作業

場所が上層階へ移行するに従い,作業

者の昇降などのために実作業の効率が

低下する｡このため高層ビルの建築現

場には,作業員昇降および′ト機材運搬

を目的とする工事用エレベータが必要

になる｡

従来,工事用エレベ∽タは昇降塔を

含めて仮設した工事専用のもの,ある

いはビル竣工(しゅんこう)後設備され

るエレベータ(以‾F本設ユレベ【タと

いう)群のうち1～2台の据付工杵を

前倒しして利用するものがそのほとん

どであった｡しかし,地上100m以上に

もなると,十分な効果が期待できず,

専用‾方式は用済み後の解体撤去および

周辺の仕上工事など､戻り作業が増加

する不利もある｡

日立ステップアップエレベータは,

おもに超高層ビルの建築作業を効率化

するため開発した方式で,昇降路は本

設エレベータのスペースを利用し,建

築工事の初期段ド皆でいちはやく下層ド皆

サービスを開始する,その後鉄骨構築

に追従して順次機械室ユニットを引き

上げ,サービス区間を延長するもので

ある｡一般に地上高31mを越える超高

層ビルには,建築基準法で非常用エレ

ベータの設置が義務づけられており,

ニれにはすべての帽▲に出入口を設ける

ことになっていることから,建築工事

用のステップアップエレベータは,非

常用エレベータの設置スペースを利用

することがよr)効果的である｡すなわ

ち,ガイドレール,緩衝器,各階乗場

のしきい,三方わくのほか,かごわく

なども本設される非常用エレベータの

それらを先行据付して,サービス階も

建築現場の環境と実情に合わせて合理

的に選択できるユニークな方式である｡

工事用としての仮設期間11,機械室は

本設昇降路スペ”スの一部に配置し順

次引上げ設置替えすることから,小形

で強力な平行軸歯車形巻上機を使用し,

2:1ロービングとし,ロープリール

装置,制御ケ【ブルドラムもまとめて

ユニット化したことにより作業性を向

上させている｡さらに機械室ユニット

の懸架構造部は伸縮自在の二重箱形ス

ライドビームとしたことなどで,サー

ビス区間延長時の拐重作業は1回で終

了する｡この方式は建築側のあと戻り

作業もなく,本設エレベータへの盛脊

工事も短期間で完了することから,工

事用としての利用期間も十分確保でき

建築工事合理化への貢献度がきわめて

r笥い｡

こク〕ステップアップエレ/ヾ一夕は,

東京の新宿住友ビル(地上200m52階

石堂)で3≠i稼働中であI),近く国際過

信センタービルでも2子‡が運転開始さ

れる｡

1.特 長

(1)工事用としての利用期間が長く,

本設エレベータへの盛替期間が短い｡

(2)サービス区別延長時には機械宕ユ

ニットの引上げと同時に巻上げロⅥ

プを自動的に繰書)出すので,延長作

業のためのエレベータ休止期間は2

漉

日以内である｡

(3)巻上機,制御盤のほかロⅥプリー

ル装置,制御ケーブルドラムも機才城

主にまとめてユニット化してあるた

め,据付工事および延長作業が安全

迅速で点検も容易である｡

(4)機械室ユニットを建築はりへ懸架

するマシンビームは,カメの足のよう

に伸縮自在に装着してあI),引上げ

時の作業性がよくタワークレーン使

用時間は30分程度で完了する｡

2.仕 様

機種(柑途)

積載荷重

走 只

速 度

運転方式

汐

J伊
′ ダ ′ ダ

建築工事川人荷田エレ

/ヾ一夕

1,150～1,600kg

17～24人

75または90m/min

カースイ ッチコントロ

ール(付加仕様により

自動着床方式も可)

(日立製作所 機電事業本部)

*
敷
〉
銀
拶
約
y

転

★観

竃才

図l ステップアップエレベータ横械室ユニットモデル

竜′
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外山興和ビル納め

ダブルデッキエレベータ

日立製作所ではこのほど,国内初め

てのダブルデッキ(2隅J℃)エレベータ

4子音を部内の外山興和ビルに納人Lた｡

このダブルデッキエレベー一夕は,独

文したかご三三を_卜下2指に取り付け,

_卜下のかご苓は建物に隣接する2隅J未
に･一致して停止し,乗客が二つの階で

r叫=寺に乗降できるようにLたエレベー1

タである｡

ダブルデッキエレベ〉,タの持氏は,

-一般のエレベータと同一一の桝付面相で

輸送能プJをほぼ2倍にでき,据付血相

の節約などの血からみると非常に経済

的な点にある｡しかし,輸送能力をほ

ほ'2伯にするために,l摘階床ごとに作

【上二するスキップ運転‾力▲式を採用する必

繋がある.｡したがって,奇数隅での利

用者は寄数肝へのみ,偶数階での利川

弟は偶数階へのみエレベ】タを別間で

きることになるが,ロビーを_上下かご

メイン･ロープ

晦
雫岳

l

l

l

偶数階

奇数階

図】 ダブルテッキエレベータイ更用1犬態

98

の小けりの付二置にするなどFノて,利川名-

が行先階から判断して,ロビー｢で_トト

いずれのかごにも布端に来れるように

考慮Lてある｡

1.おもな仕様

機 抑:

‾柿1餓 呈:

延桁速度:

利子卸 ノブ▲∫〔:

ド皆様卜王り応さ

ド与旨 味

血i充ギャレス東川エレベ

ータ

1,600kgx2(24人×2)

180m/min

Skip CTP(Computo-

matic Traffic Progr-

aming)Contro1

3,520mI℃

18(下かご.1,3…･…17

上かご.2,4…
‥18)

2.おもな特長

(1)一一般のエレベ【タと同一一グ)拙付面

横で,輸送能力はそのはほ､2†たであ

/
レールガイド装置

非常止め装置

上かニ

かごわく

下かご

非常止め装置

る｡

(2)輸送効ヰを_卜げるためにSkip 運

転方∫(をj'糾jL,下かごは1,3,5‥‥

の‾命数肘のみに,また卜かごは2,4,

6…‥‥の偶数卜皆のみに仲+卜する｡

(3)かご扉(とびノブ)は,_卜下別のドア

御調装掛二より､_トトとも単独で問

閉する｡

(4) 一般グ)エレベー一夕では,かご+卜一甘

止め装置を†木下部分にのみ取り付け

るのに対して,かごわく+淵ミにも収

り付けたジュプレックスセフティ方

Jじを採用しており,かご非′机Lめ装

置が動作した場′ナのかごわくおよぴ

オ､イドレールに加わる荷車を分散で

きる｡

(iト∵塑川三所 機′.一に小繋本部)

諾′

露(孝三≡沖二軍‾璽を-÷

表､
〆イ′

※タ毒

攣ンy′′ミ套′′
ヒd`〟～

攣準潜≡､

図2 ダブルデッキエレベータ外観

上か こJ

下かご

図3 カーポジションインジケータ
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日立大サイズHF同軸ケーブル

抽出､テレビ,ラジオ放送の‾人1一にノJ

化か迎･めごっれてま;lj,lt〔他fにアンテナ

への人一才子音速幕た′.に線の必懲什がi∴iまって

いる;丁.

L_トンニ`■一に根株J〔会社では､ノこに1tF■】てJ,慌

巾L帥1J柑什にすぐれたHFケMブルを製

′i左し､二れ⊥ゝ〕の紫求にこたえてきたが,
/｢川き⊥､〕に大谷:芯二川軸ケーブルの塑望j辻

寸川こfを碓Jンニした｡二れによってH Fケ

ーーブルの;き望j立体;別は,HF-152Dまで

のフルラインが1こ成Lたことになる｡､

以1√これご)人サイ ズ､H Fケーブルの

1rl■■■fj左,′lイ絹巨について鮎川､するくつ

表l 構 造

1,製品の特長

従米†刺子JLている,銅管いJ軸給1一己練

に比べて,.火のような精一拉を有する｡

(1)上壬尺品が皇望iユい-J能でLかも可とう

什があるため,什拭品の放か少なく

てよいr

(2)_屯品が軽く布設も古城である｡

2.構造および特性

ケーブルの外観は図1に,その詳細

〔｢主表1に′+ミすとおりであるr-.また憐モ戒

的1剖′1三,電1t｢1勺粥叶卜は,それぞれ表2,

項 目 材 質
l

構 造

内部導体 無酉要素銅テーフ
幸欠銅テープを縦〉慕えL,溶接後らせん､伏

二にコルゲートをつけ成形するリ

r一‾】
絶 緑 体 高密度ポ

外部導体

防 食 層

無酸素

リエチレン
内部

を,

銅テー プ
絶縁

後ら

黒色ポリエチレン

導体上に成形Lたホリエチレンひも

開放らせん'状に巻きつける｡

体上に軟鋼テープを縦;禿えL,溶才妾

せん状にコルゲートをつける!.

外部二導体上に防湿)昆和物を塗布L,黒色

ポリエチレンを被覆するリ

表2 機械的特性

‾＼､‾‾‾---､､-てイスl外径(m[り種別
＼

重量(kg.′′m)
喜午容曲 げ半径

最終固定曲げ 繰返

HF-IO5D 事17

‾‾‾‾‾ ｢ ‾‾‾

HF-120D 148

HF-152D 174

5.1 1 700

7▼8

10.0

1,000

】,200

l,500

l,700

Z.000

表3.電気的特性

項目 埜別 HF-105D HF-･ZOD j HF-･52D

i成衰至芸

(dB100F¶)

20`‾■Cにて

l

電力容量

(kW)

Lや断周;度数

)座長短縮率

*2耐

100MHz】0.33

500MHz O.76

了00MHz〔卜!‖

0･25】0･2,

0■58FO･42
0･6910.50

iOO148

4356

3847

l,1001850

96l96
】ZkV/10分!ほkV.′′10分

■･05以下l-･05以下

100MHz73

500MHz32

700MHz26.5

(MHz)J■･2竺___+

(%)96

圧 10kV/′10分

卜051沈下VSW R

注)*l周囲温度 35`'c *2 商用周波数(50Hz)

表4 輸送ドラムの大きさおよび重量

項呂 J)≠(つば径) rJ≠ (胴径) / (夕川高)w(概略重量)
種別 ＼ (mm) (mm) (mm) (kg)

HF-】05D

HF-120D

Hト一品石｢

3,500 2,500 2,000 F 2,800

3,800 3,ZOO 3,300 3,了00

4.900 4,000 3､400 5,50D

表3に示すとおりである,__､

3.輸1 送

HF同軸ケーブルは可とう′王■丁仁がある

ので,ドラム巻ができる〔,布設現場ま

で輸送するためのドラムサイズグ)例を

示すと表4のようになる｡(200m--･粂

巻の場合､)

=1立`屯根株式全社)

図l(a) 大サイズHFケーブ

ル(HF一柑5D)の断面構造

サ

図=b)大サイズHFケーブルの接せん(HF一柑5D)

(写真はCES規格,BFXフランジに変換されている)

し〕()〔う

‾l:L
｢コ

什-J

大サイズHFケーブル用ドラム
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電気機器用CFCタラッド材

CFCクラッド柑とは,f合間圧延法

により鋼枚の両面に鋼を圧接被希した

もので,導電性と機1城的強J空をナナわせ

持つ新しい材料である｡

すでにアース俸用材料として,また

黄銅の代替品として泣こく実作=二供され

ており,特に腐食性環ゴ竜による黄銅の

時期割れが大きな問題になってきた昨

今,時期害柑‾Lを起こさないj発電材料と

して有効である｡以下,その特長,仕

様,朋途例について紹介する｡

1.特 性

表lは物理的,機械的特性を,無酸

素鋼,黄銅,軟鋼と比較して示したも

のである｡

2.特 長

CFCクラッド材は,主とLて黄銅

の代替として考えられたもので,次の

ような特長を持っている｡なお図1は

製品の外観である｡

(1)導電率が黄銅とほぼ同じである｡

(2)軟化点が約4500cで,黄銅に比べ

約2000c高い｡

(3)黄銅に頻発(ひんばつ)する時期割

れを起こさない(図2参照)｡

(4)密度が小さく,黄銅や銅に対して

5～9%経済的である｡

(5)曲げ,繰返し曲げに対し黄銅より

強し､｡

(6)はんだ付け,ニッケルめっき性ほ

黄銅と同等である｡

(7)黄銅よI)安価である｡

3.仕 様

枇厚:0,2～2.OmⅡl

枇丁字比は標準品が1:10:1だ

が,要求に応じて変更できる｡

幅:10～120mm

長さ:走尺,コイル

4.用 途 例

(1)独自の性能を利mするものに,

表】 物理的,機1或的特性

アース棒,耐熱作を要求される

各杵端丁()

(2)黄銅の代替とLてコストダウンに,

プラグ札 その他各稚電左も機器

用金具｡

(3)黄銅の代拝として時期判れ防+Lに,

ブレーカ端了一,その他安全作を

要求される導電金具｡

(日カニ電線株エ℃仝‾什)

材 料 ヲ諾クラッド無酸素銅
l

65/35黄銅 60/40黄銅 軟 て綱

質 別 軟 質 柘硬質 軟 質 ユ右硬質 !軟 質 与妄硬質 車欠 質 %硬質軟質i妬硬質

導電率IACS% z7】Ol

熱伝導宰ca卜/cm･S･Dc o.28 0.92

熟膨弓長芋×10`ソロc1317

2627】2

0.280.280.12

202･_____1_･･3645139493650

45201452040ZO

ト

引張強さ

kg･′_ワm二_-3三‾‾143
24 29

伸び %(標点距離50｢¶m) 45 20 52 23

セング率 ×10こIkg/mmご 19 1Z
-

11 11

密 度 g′/cm■1: 8.07 B.89 8.48 8.43

21

7.85

芸飛

図I

CFCクラッド材

木オ 料 無 酸 素 銅 黄 銅(65%Cu-35%Zn)

外 観

(×25)

断 面

(×100)
笹r壕ヅ

Jち ㌔､

こ㌘小‾

還､

黄 銅(60%Cu-40%Zrl)

図2 時期割れ促進試験結果(板厚l.6mmの試料を10mmRの∪字形に曲げ,アンモニア水＋硫酸銅水溶液中に浸せき)
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クラッド材 (CFC)

像!
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